
が始まりました。農業委員会はこれまで、目

標地図の素案作りと地域計画策定について、

地域の農業者への積極的な働きかけや助言等

重要な役割を担ってきました。高齢化・人口

減少が加速する中、今後の農地政策をどのよ

うに進めるべきとお考えですか。また、その

中における農業委員会組織に期待する役割・

活動について、貴党はどうお考えですか。

る中で、次代を担う農業人材の確保・育成が

課題となっております。経営継承、新規就農

者の確保など、農業の担い手・人材対策につ

いて、貴党はどうお考えですか。

④今後の農地政策のあり方と農業委員会組織

に期待する役割・活動について

地域計画が2025年３月、全国約１万9000地

区で策定され、計画の実現に向けた取り組み

す。そのためには農業所得の安定・向上、肥

料など農業資材のコスト高騰の解消、価格へ

の経費の転嫁など各種対策を推進しなければ

なりません。わが国農業の持続的な発展のた

め、これらの対策や仕組みづくりについて、

貴党はどうお考えですか。

③農業の担い手・人材対策について

農業者の高齢化をはじめ社会構造が変化す

保障確保のために必要な農業・農村振興対策

について農業予算のあり方を含め貴党はどう

お考えですか。また、都市的地域や、中山間

地域等の条件不利地域の農業振興対策につい

て、貴党はどうお考えですか。

②農業所得の向上対策について

農業経営の持続的な発展には、農業経営体

の持続的な営農活動を保証する必要がありま

各設問の内容
①農業・農村振興対策のあり方について

気候変動や紛争などで世界的な食料生産の

不安定が続いています。わが国では昨年、

「令和の米騒動」といわれる米の価格高騰、

品薄が起こるなど、消費者だけでなく生産者

も将来について不安を訴えました。食料安全

主要５政党に４項目アンケート

衆院選に臨む各党の農業政策
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は

１
月
27
日
に
公
示
、
２
月
８
日
に

投
開
票
さ
れ
ま
す
。
本
紙
は
同
選

挙
に
あ
た
り
、
衆
議
院
農
林
水
産

委
員
会
に
議
席
を
有
す
る
主
要
５

政
党
に
「
農
業
政
策
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
四

つ
の
設
問
内
容
お
よ
び
各
党
か
ら

の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

れ い わ 新 選 組

農
家
に
よ
る
自
由
な
増
産
を
誘
導
し
な
が

ら
需
要
創
出
も
図
り
、
食
料
自
給
率
を
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
耕
作
放

棄
地
を
食
い
止
め
る
た
め
の
「
農
地

㌃
当

た
り
の
基
礎
支
払
い
」
、
増
産
し
た
と
き
の

価
格
下
落
に
よ
る
農
家
の
コ
ス
ト
割
れ
の
補ほ

填て
ん

、
地
域
の
農
産
物
を
国
が
買
い
支
え
、
一

次
産
業
で
十
分
な
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。

生
産
者
に
は
自
由
に
生
産
し
て
も
ら
い
、

需
給
に
余
裕
が
で
き
て
、
消
費
者
に
買
い
や

す
い
価
格
が
市
場
で
決
ま
る
こ
と
と
、
そ
の

価
格
で
農
家
が
コ
ス
ト
割
れ
す
る
と
き
は
農

家
所
得
を
補ほ

填て
ん

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
増
産
で
き
た
分
は
政
府
が
買
い
上
げ


備
蓄
や
子
ど
も
食
堂
支
援
な
ど
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
「
需
要
創
出
に
よ
る
生
産
拡
大
」

を
実
現
す
べ
き
で
す
。

高
齢
化
の
原
因
は
、
十
分
で
安
定
し
た
所

得
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
次
の
世
代
が
育
た

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
コ

ス
ト
割
れ
の
補ほ

填て
ん

な
ど
に
よ
っ
て
農
業
で
暮

ら
せ
る
所
得
を
国
が
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
農
業
に
参
入
し
た
人
が
定

着
し
づ
ら
い
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
新

規
就
農
支
援
の
増
額
、
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

強
化
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

農
業
委
員
会
組
織
は
農
地
保
全
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
加
速

し
、
管
理
が
困
難
に
な
る
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
一
方
、
同
時
に
食
料

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
は
農
地
の
投
機
化
や

乱
開
発
も
防
ぐ
こ
と
も
同
時
に
重
要
で
す
。

地
域
に
お
い
て
農
業
委
員
会
組
織
の
果
た
す

役
割
は
多
様
で
す
が
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
財
政
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

国 民 民 主 党

食
料
危
機
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
安
全

保
障
の
要
で
あ
り
、
国
土
、
水
源
、
自
然
環

境
の
保
全
等
、
農
業
の
公
共
的
・
環
境
的
役

割
を
重
視
し
た
農
政
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の

観
点
か
ら
、
農
林
水
産
予
算
を
「
安
全
保
障

の
た
め
の
予
算
」
と
位
置
づ
け
、
大
幅
に
増

額
し
、
営
農
継
続
可
能
な
所
得
確
保
の
た
め

の
政
策
を
通
じ
て
国
内
生
産
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
自
給
率

％
を
実
現
し
ま
す
。

適
正
な
価
格
形
成
へ
の
環
境
整
備
を
消
費

者
の
理
解
を
得
て
進
め
る
ほ
か
、
価
格
に
反

映
さ
れ
な
い
農
地
の
洪
水
防
止
機
能
等
を
支

援
す
る
「
食
料
安
全
保
障
基
礎
支
払
」
（
稲

作

㌃
当
た
り
２
万
円
等
）
や
「
多
面
的
機

能
支
払
」
の
創
設
、
平
地
と
の
コ
ス
ト
差
を

埋
め
る
の
に
十
分
な
支
援
単
価
へ
の
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
拡
充
な
ど
、
直

接
支
払
制
度
を
再
構
築
し
ま
す
。

農
外
か
ら
の
新
規
参
入
を
後
押
し
す
る
と

と
も
に
兼
業
農
家
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
対
策
を
拡
充
し
、
直
接

支
払
制
度
に
「
青
年
農
業
者
加
算
」
を
創
設

し
研
修
制
度
や
相
談
体
制
を
拡
充
し
ま
す


移
住
者
や
二
拠
点
居
住
者
に
税
制
支
援
を
行

い
ま
す
。
兼
業
農
家
や
半
農
半
Ｘ
を
農
業
人

材
と
位
置
付
け
、
実
態
を
踏
ま
え
て
国
の
支

援
対
象
と
し
ま
す
。

必
要
な
の
は
農
地
の
集
積
で
は
な
く
農
地

を
守
る
こ
と
で
す
。
誰
が
農
地
を
所
有
・
利

用
し
よ
う
と
も
、
決
め
ら
れ
た
区
域
で
は
安

易
に
転
用
で
き
な
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
出
口
規

制
の
強
化
が
必
要
で
す
。
地
域
計
画
策
定
等

も
あ
り
、
農
業
委
員
会
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
農
業
委
員
会
改
革
の
検
証

と
総
括
も
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

中 道 改 革 連 合

単
な
る
減
反
、
増
産
で
は
な
く
、
コ
メ
の

安
定
供
給
を
確
保
し
ま
す
。
農
家
の
所
得
向

上
に
向
け
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

農
地
の
維
持
、
担
い
手
の
育
成
支
援
、
ス
マ

ー
ト
農
業
や
高
温
に
強
い
品
種
の
導
入
等
を

推
進
し
ま
す
。
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、

国
土
を
守
る
上
で
欠
か
せ
な
い
地
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
営
農
で
き
る
よ
う
支

援
を
強
化
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、

担
い
手
育
成
・
生
産
性
向
上
・
販
路
拡
大
・

高
付
加
価
値
化
支
援
を
強
化
、
所
得
向
上
を

図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
給
率
を
向
上
さ
せ

食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
、
食
料
と

農
地
を
守
る
直
接
支
払
「
食
農
支
払
」
（
食

料
確
保
・
農
地
維
持
支
払
）
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

農
家
の
激
減
に
対
応
す
る
た
め
就
農
支
援

を
強
化
・
拡
充
し
、
新
規
就
農
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

今
後
の
農
地
政
策
と
し
て
、
農
地
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
直
接
支
払
「
食
農
支
払
」

（
食
料
確
保
・
農
地
維
持
支
払
）
制
度
の
創

設
、
農
家
の
激
減
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

新
規
就
農
対
策
の
強
化
・
拡
充
が
不
可
欠
で

す
。
農
業
委
員
会
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
制
度
構
築
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
声
を
農
地
政
策
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

日 本 維 新 の 会

米
の
需
要
・
生
産
拡
大
や
自
給
率
の
低
い

小
麦
・
大
豆
等
の
増
産
、
生
産
資
材
の
国
産

化
等
を
進
め
る
。
土
地
改
良
事
業
や
ス
マ
ー

ト
農
業
等
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
、
気
候

変
動
に
対
応
し
た
品
種
開
発
等
を
進
め
、
再

生
産
可
能
な
所
得
を
実
現
す
る
。
食
料
安
全

保
障
強
化
予
算
は
既
存
予
算
と
は
別
枠
で
措

置
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
基
盤
整
備


日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
充
実
す
る
。

経
営
の
規
模
拡
大
・
高
度
化
、
大
区
画
化

等
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
外
食
・
中

食
等
と
の
連
携
強
化
や
輸
出
拡
大
等
を
進
め

る
と
と
も
に
、
収
入
保
険
等
の
経
営
安
定
対

策
を
充
実
す
る
。
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
活
用

に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
形
成

を
推
進
す
る
ほ
か
、
堆
肥
・
下
水
汚
泥
資
源

の
利
用
拡
大
や
国
産
飼
料
の
増
産
等
に
よ
り

生
産
資
材
の
安
定
供
給
を
進
め
る
。

地
域
計
画
に
、
主
業
農
家
の
ほ
か
、
副
業

農
家
や
直
接
支
払
組
織
、
食
品
企
業
な
ど
多

様
な
担
い
手
を
位
置
付
け
、
高
収
益
作
物
の

生
産
、
実
需
者
と
の
連
携
強
化
や
輸
出
拡
大

等
を
進
め
、
農
業
を
収
益
力
の
あ
る
産
業
と

す
る
。
親
元
就
農
の
支
援
強
化
の
ほ
か
、
農

業
高
校
と
農
業
大
学
校
の
連
携
強
化
、
授
業

料
免
除
の
無
利
子
貸
付
制
度
の
創
設
等
に
よ

り
、
農
業
人
材
を
幅
広
く
確
保
す
る
。

市
町
村
・
農
業
委
員
会
・
農
地
中
間
管
理

機
構
等
が
連
携
し
、
地
域
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
多
様
な
担
い
手
に
対
し
、
所
有
者
不

明
農
地
も
含
め
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

加
速
す
る
。
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地

の
無
秩
序
な
転
用
は
不
可
と
し
、
優
良
農
地

を
確
保
す
る
農
業
委
員
会
組
織
の
役
割
は


農
地
の
番
人
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
率

先
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

自 由 民 主 党

収
益
力
向
上
と
農
業
・
農
村
の
所
得
増
大

を
目
指
し
、
産
地
負
担
の
少
な
い
思
い
切
っ

た
構
造
転
換
集
中
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
事

業
規
模
約
２
・
５
兆
円
の
別
枠
予
算
を
確
保

し
ま
す
。

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
」
等
の
地
域

政
策
の
見
直
し
・
拡
充
、
中
山
間
地
農
業
を

支
援
し
ま
す
。
都
市
農
業
の
継
続
と
都
市
農

地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

農
業
者
の
経
営
安
定
に
向
け
、
物
価
対
策

を
踏
ま
え
た
ゲ
タ
対
策
の
検
証
・
実
施
や
、

ナ
ラ
シ
、
マ
ル
キ
ン
、
収
入
保
険
等
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
に
よ
り
万
全
を
期
し
ま

す
。
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
く
コ
ス
ト
指

標
の
作
成
を
進
め
、
持
続
的
な
経
営
発
展
を

可
能
と
す
る
価
格
の
形
成
・
安
定
を
加
速
化

し
ま
す
。
肥
料
・
飼
料
・
燃
油
等
の
価
格
高

騰
等
へ
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

中
小
・
家
族
経
営
等
を
含
む
地
域
の
担
い

手
の
経
営
発
展
や
経
営
承
継
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
体
の
育
成
等
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
、
資
金
支
援
の

交
付
額
を
１
６
５
万
円
に
引
き
上
げ
る
等
、

資
金
・
初
期
投
資
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

整
備
、
農
業
大
学
校
・
農
業
高
校
等
の
農
業

教
育
の
充
実
、
雇
用
環
境
の
改
善
に
取
り
組

む
農
業
経
営
体
の
支
援
等
を
強
化
し
ま
す
。

食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
農
地
の

総
量
確
保
、
集
積
・
集
約
化
と
適
正
利
用
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
計
画

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
中
小
・
家
族
経
営
を
含
む
担
い
手
へ
の

支
援
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
は
地
域
の
合
意
形
成
を
は

か
る
中
核
と
し
て
の
役
割
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

設

問

事

項

農
業
・
農
村
振
興
対
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て

農
業
所
得
の
向
上
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
担
い
手
・

人
材
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
農
地
政
策
の
あ
り
方
と

農
業
委
員
会
組
織
に
期
待
す
る

役
割
・
活
動
に
つ
い
て

３ 年(令和8年)() 全 国 農 業 新 聞 （第３種郵便物認可）


